
(.1) （貯話室長員会員）第199号 あ さ
附利47年 3月i0日
月刊（毎月10日発行）ひ

あさひ 3月号目次

一一今月のおもな記事一一

A
H
 

や

へ

人

み

た

る

紙

す

か

化

れ

表

て

動

は

る

本

ば

式

つ

運

統

れ

正

卜

一

結
学

犀

終

動

全

手

ら

改

り

－

の

、

入

木

を

設

運

安

に

車

け

部

よ

ケ

険

窓

内

人

の

故

の

ズ

新

防

通

り

り

切

廃

り

呈

一
だ
ン
保
の
案
る
佼
事

家

一
り
場
予
交
会
よ
よ
大
の
よ
り
り
り
を
の
局
ア
両
意
ど
ず
学
通

見
リ
よ
車
災
国
売
だ
だ
を
車
だ
よ
よ
よ
金
給
話
の
業
普
と
い
中
交

氷
シ
だ
駐
火
金
即
会
所
水
動
局
だ
だ
だ
年
思
電
者
失
と
ど
れ
小
の

町
木
会
営
季
の
木
人
判
明
白
使
鉄
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(10) 

泊中町氷見家の木犀 （もくせい〉
泊中町の氷見さんの陸に、 「銀もくせいJの大木があって、 ： して秋に咲くのだが、銀もくせいは花がきれいというよりは、

秋10月頃あのふくいくとしてあまい香りが通る人の開r.'1,£カサーめ : その放っかおりが何ともいえない。

るo ・ :mwiはiiI固で、古く庭木として移入されて植紋され、愛され

樹令200年前後と筆者は推定する。今を去る 250年余り山、 てきている。他物学の上からいうと、モクセイ制に崩し、金、

手保年間、現在地へ宮崎和金海岸から町うつしをして、今回の泊 ： 銀、Xひいらぎもくせいなと・がある。日本では甜：株がほとんど

町の本通りを中心に街の集絡ができた。その後当時の家には、 ． でJltiH＊がない。ひいらぎなどの台本に穿つぎをして白木をふや

栄枯盛衰の世のならい、うつり変って今日の家主となってい ； している。めまη時くのびないで；常緑の躍をしげらせるところ

る。誰がこの「もくせいJを植えたかは知る白むなく、ひとり ． から低水に服地である。

「もくせい」だけが栄枯盛衰、町のうつりかわりを見つめてい I 一一一一－ ，
たのだ。 ｜名木シリーズを終って ｜

250年前にさかのぼってしらべて見ると、今日水見氏がすま ． 間利46年度の広報 「あさひ」の表題記事は、わが町のれ木を

っている一角から東は尾山洋品店までは、尾山屋平右エ門の宅 ． たずねて、守を・おい三J'J付を以て一応終ることにした。乙の問

地であったととがわかった。そうすると、おそらく尾山屋が乙 町民各位のと協力を得たりしてさがし求めて紹介をしてきた

の fもくせい」を庭に植えたと考えてよかろう。その頃向い側 ： が、まだ登ii悲したい名水もあったが割愛することにしたoY.町の

には玉屋伝兵衛の大邸宅、その東隣りに大宮屋四郎右エ門の大 ・又；｛じruとして天然記念物なと’に指定してある木については何時

邸宅があり、後方現在の町役場のー荷は十村役所が厳然として 白 した。なお文部省指定の 「鹿島弘樹そう」の中にある、たぶやか

建っていた。いわば政治の中心街であった。その頃からの「も ； しの巨木、しいの老木など沢山あるがこれはf省略することにし

くせい」 として推定できるととはなかなか成長のおそい木なの : た。 自然関境にめぐまれたわが町、公害のないわが町にとれか

に根廻り 150センチもある大木となっているからである。根も 。 らも、名木をふくめた自然の保護に町民各位の心ある協力を期

とから太い四本の枝にわかれて、葉をしげらせ白い小花が密集 : 待して 「朽木シリーズ1のむすむといたす次第である。
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だより］
附
和
凶
十
じ
作
二
川
二
十
－

什

m．
川
悦
U
町
部
会
問
的
九
一
一

は
人
山
間

一
日
と
決
店
。

附
利
回
十
六
年
度
に
お

い

て
、
・山
駅
本
um改
術
工
事
白
と

附

和

卜

じ

年

第

一

回

議

臨

時

鉄
道
利
用
債
の
引
受
確
認
の
件
を
可
決

｜国

｜議会川
公
営
駐
車
場
新
設

荒
川
通
り
白
山
相
江
銀
行
検

ひ

こ
の
た
び
玩
川
通
り
の
山
山
相
互
銀
行

的
支
店
北
隣
り
に
町
民
の
刺
似
の
た
の
に

公
川
似
巾
場
が
山
川
目
さ
れ
ま
し
た
。

（広
ざ
一－一・わ－

一
wt
ん
メ
i
卜
山
戸
、
以
行
数

約
．． 

0
ム
ロ
）
行
叩
パ
は
荷
工
会
に末広
正
し
て

一
般
町
民
に川
同
級
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

政
地
の
形
状
か
ら

μて
山
山
いは
梁
川

市
此
び
小
型
自
動
巾
に
限
り
ま
す
。

さあ

ハ
新
位
さ
れ
た
駐
車
場

V

主〉
ヱミ

企』
;z:::.ミ

し
て
、
鉄
辺
利
用
問
、
二
、
じ

O
C万
川

栓
利
eHK
ハ
分
七
州
、
的
川
忠
則
似
十
力
作
（

う
ち
五
作
据
凶
）
で
引
受
け
る
こ
と
を
、

日
本
国
有
鉄
道
金
沢
鉄
道
管
理
局
長
に
確

約
す
る
ζ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
カ

四
月
一

日

l

一日一

四
月
七
日

一
バ
パ
ゾ
統
一

標
語

一

R
「
火
を
つ
か
う
人
な
ら

一

予

で

き

る

火

の

始

末

」

一
収
に

批
近
全
国
外
地
で
子
供
や
、

一
バ
）

身
体
の
不
自
由
な
お
き
？
の
焼

－d
J
死
事
故
が

H
・江
っ
て
ふ
え
て
い

ご
E

ま
す
。

一．；
1

科
は
新
学
則
や
行
楽
な
ど

一
請
恒

で
、外
出
す
る
機
会
も
多
く
、
鹿

「
l
l
村
で
は
農
繁
期
と
な
り
い
そ
が

し
い
都
日
を
送
ら
れ
る
と
と
と
出
い
ま
す

が
充
分
注
怠
し
、
な
る
べ
く
チ
供
や
老
人

だ
け
を
附
加
し
て
外
山
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、

と
れ
か
ら
は
北
陸
特
有
の
フ
ェ

ー
ン
現
象
の
季
節
と
な
り
、
強
い
南
風
が

吹
き
空
気
が
乾
燥
し
、
い
っ
た
ん
火
災
が

お
き
る
と
大
火
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
火
災
の
出
火
以
悶
は
、
全
国
的
に
、

「た
ぱ
－
』
」
に
よ
る
も
の
が

一
位
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
朝
日
町
で
は
、

「
子
供
の

火
あ
そ
び
L

、

「
煙
突
の
過
熱
」
、

「
取

灰
の
不
始
末

一
が
非
常
に
多
い
の
が
目
立

ち
・ま
す
。

火
災
は
苦
労
し
て
策
き
あ
げ
た
財
産
を

一
瞬
に
し
て
阪
に
し
、
と
き
に
は
生
命
ま

で
も
う
ば
い
ま
す
。
火
事
の
お
そ
ろ
し
さ

廷
内
認
識
し
て
、
も
う
一
度
火
の
元
を
点

検
し
、
と
く
に
次
の
ζ

と
に
充
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

一
、
火
の
つ
い
た
ま
ま
の

。
た
ば
乙
1

の

す
い
が
ら
を
、
ど
こ
へ
で
も
投
げ
捨
て

な
い
こ
と
。

一
、
老
人
、
子
供
、
病
人
は
つ
と
め
て
階

下
へ
ね
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

「
、
外
出
す
る
と
き
ゃ
、
ね
る
と
き
は
も

う

一
度
火
の
元
を
た
し
か
め
る
。

一、

火
災
は
初
期
で
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
の

水
や
尚
火
照
で
消
す
乙
と
が
で
き
ま
す

普
段
か
ら
消
火
持
や
、
パ
ゲ
ツ
に
ル
引
を

州市
附
し
て
お
く
こ
と
。

て

火
災
が
殆
生
し
雌
慨
す
る
と
き
は
、

老
人
、
子
供
、
病
人
な
ど
を
先
に
避
難

さ
せ
避
寵
す
る
と
き
は
で
き
る
だ
け
盗

勢
を
ひ
く
く
す
る
。

．
、
沼
ぷ
で
火
災
を
知
ら
せ
る
時
は
、
お

ち
つ
い
て
刷
所
、
山
側
、
状
配
を
わ
か

り
妨
く
は
っ
き
り
と
つ
げ
る
こ
と
。

な
お
、
三
月
．

一十
五
日
か
ら
三
月
三
十

一

日
ま
で
は
林
野
火
災
の
防
止
期
間
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
山
や
野
服

で
み
だ
り
に
た
き
火
な
ど
し
な
い
で

く
だ
さ
い。

期
間
中
次
の
要
領
で
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴

し
ま
す
。

サ
イ

レ
ン
次
・川

明
七
時

夜
九
時
の
二
四

白
砂
叫
6
砂
休
の
三
川

火
宙
’
と
救
急
は

局
番
な
し
一

一
九

一
一
般
問
い
合
わ
せ
は

三

l
O
O
O九

U

正
し
い
交
通
ル

l
ル
を
守
ろ
う
H
H

－l
春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

I
l－

－l
l子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

l
L

本
年
四
月
六
円
（
木
）

か
ら
十
五
日
（

土
）
ま
で
の
十
日
間
、
。
の
A
K
同
交
通
安

全
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す。

ζ

の
運
動
の
目
的
は

歩
行
者
、
運
転
者
、
屈
主
、
そ
の
他
交

通
に
関
係
あ
る
す
べ
て
の
人
が
正
し
い
交

通
N

l
w
を
マ
り
、
こ
れ
を
実
践
し
て
交

通
事
故
の
防
止
を
は
か
る
こ
と
に
あ
り
ま

す。重
点
と
し
て

歩
行
者
事
抜
、

と
く
に
新
し
く
入
学
、

ー
緑
化
で
防
ご
う

J

－

環

境

汚

染
し

苗
木
即
売
会
案
内

荒
れ
印
刷
て
た
戦
後
の
国
土
を
緑
化
し
よ

う
と
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
て、

ご
十
四

年
目
を
迎
え
、
と
と
し
も
例
年
の
と
お
り

全
国
民
拳
げ
て
の
緑
化
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

近
年
、
社
会
附
関
心
の
的
と
な
っ
た
蹴

境
汚
染
に
関
連
し
て、

蘇
椋
が
光
合
成
の

過
程
で
も
た
ら
す
懐中
来
供
給
機
能
に
よ
る

火
気
の
浄
化
を
は
じ
め
と
し
、
気
候
の
紐

和
、
騒
音
防
止
な
ど
に
新
し
く
践
け
さ
れ

は
じ
め
緑
化
の
批
進
ば
わ
れ
わ
れ
郷
土
の

治
山
市
広
上
欠
く
乙
と
の
で
き
な
い
事
業

で
あ
り
ま
す。

年
々
わ
が
問
日
町
も
同
い
さ
ん
の
協
刀
の

も
と
純
白
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ま
こ

入
国
す
る
児
・
祇
、
幼
児
を
事
雌
か
ら
守
る

こ
と
を
か
か
げ
て
お
り
ま
す
。

瞥
W
R
と
し
て
も
児
童
、
幼
児
に
対
す
る

安
全
教
育
を
槙
極
的
に
行
な
い、

悪
質
遅
反
（
無
免
許
、
栖
酔
い
、
速
度

地
民
、
出
い
越
川ν
週
反
な
ど
）
の
取
り
締

り
を
強
力
に
行
な
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
運
動
の
主
旨

を
ど
即
解
い
た
だ
き
事
政
防
止
に
と
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
に
思
ば
し
い
と
と
で
あ
り
ま
す
。

ζ

と
し
も
ま
た
、
こ
の
緑
化
運
動
の
一

端
と
し
て
択
の
よ
う
に
苗
木
即
売
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
利
用
さ
れ、

野
も
山
も
悩
も
制
侶
し
、
環
臓
に
う
る
お

い
を
も
た
せ
る
た
め
、

一
人
一
本
ず
つ
欄

樹
し
ま
し
ょ
う
。

『パ
U－q

－
 

一
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期
日
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一
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一
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限
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i
i

二
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朝
日
町
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場
仰

だ
ぽ
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は
町
内
で

．

－

国
貝
い
事
し
よ
う
ー
し
守

土
問
斤

e
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行
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』
I
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制
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郡
連
合
婦
人
会
意
見
発
表
大
会

幼
児
教
育
に
つ
い
て

下
新
川
川
山
連
合
い
州
人
会
窓
見

発
送
＋
へ
会
は
、
消
附
に
、
日
山

県
連
合
附
人
会
長
、
脱
野
ゆ
き

氏
、
審
資
委
員
長
に
、
入
選
町

教
門
災
前
川
消

一
氏
を
辿
え

て
、
二
月
十
三
日
、泊
小
学
校
講

堂
に
お
い
て
、
行
な
わ
れ
ま
し

ひさあ(3) 

一
裁
判
所
だ
よ
り

一

少
年
を
立
派
な

社
会
人
に

マ

家

庭

裁

判

所

ム

最
近
、
少
年
の
犯
採
は
、
せ
つ
な
的
な

楽
し
み
を
得
る
た
め
の
踏
み
や
、
グ
ル
ー

プ
の
オ
ー
ト
バ
イ
釆
り
、
日
励
山
の
付
属

品
臨
み
な
ど
、
車
を
使
つ
て
の
犯
罪
が
ふ

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
衝
動
的
に
他
人
を

傷
つ
け
た
り
理
由
が
な
い
の
に
犯
罪
を
犯

し
た
り
、
ま
た
フ
l
テ
ン
や
シ
ン
ナ
ー

－

た
。
抱
当
地
．
臥
、
別
U
町
連
合
制
人
会
で

は
、
れ
校
下
の
代
υ
氏
、
十
u
nが
出
場
し
、

「
幼
児
教
育
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
H
頃
の
体
験
を
過
し
て
の
民
重
な
意
見

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
の
発
表
析
は
択
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
審
査
の
結
果
、
笹
川
代
表
の
深
松

明
子
さ
ん
が
、
郡
代
表
と
し
て
、
二
十
七

日
に
行
な
わ
れ
る
、
以
の
・
怠
日
泊
先
長
会
に

山
川
制
芯
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
に
，

花
貞

2
・k
u
n

傑
制
限
明
子
（
根
川）

次
円
均
一
火
子
（
境
）

．王

木
き
み
子

（川）

川

町

民

子

（トヘ
家
山
，

．
内
村
作
子
（
パ
附
庄
〉

谷

口

泊
代
（
耐
保
）

稲

荷

し

ず
γ

寸
（
山
崎
）

入
江
み
さ
子
（
的
）

ルれ

内

川

子
（
，
M

川
）

凶
作
夫
代
子
（
日
附
）

ポ
ン
ト
の
乱
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
異
常

な
非
行
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

非
行
の
傾
向
も
が
来
的
風
削
が
強
く
、

心
引
と
も
に
米
斜
で
邸
境
に
支
配
さ
れ
や

す
い
少
年
た
ち
に
、
人
き
く
膨
縛
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
少
年
た
ち
は
、
家
庭
か
ら

蹴
れ
た
気
楽
さ
は
あ
っ
て
も
、
家
路
に
よ

っ
て
だ
け
得
ら
れ
る
よ
う
な
心
の
安
ら
ぎ

の
場
を
失
い
、
相
瓦
の
迎
掛
川
意
識
や
人
間

同
志
の
心
が
通
い
合
う
機
会
が
乏
し
い
都

会
生
活
の
中
で
、
と
も
す
れ
ば
、
価
独
に

悩
み
、
無
力
感
に
さ
い
な
ま
れ
、
せ
つ
な

的
な
刺
激
を
求
め
が
ち
と
な
り
、
つ
い
に

非
行
に
陥
る
も
の
が
出
て
き
ま
す
。

川
鉄
低
減
判
所
の
併
件
に
は
、
小
学

・
高

校
を
終
え
て
す
ぐ
糾
も
と
を
離
れ
、
部
会

に
就
職
し
た
が
、
身
近
に
、
制
身
に
な
っ

て
相
談
に
の
っ
た
り
・、
指
導
し
て
く
れ
る

人
の
い
な
い
ま
ま
に
、
峨
場
の
小
さ
な
乙

と
に
不
満
を
持
ち
、

u先
の
収
入
に
つ
ら

れ
て
転
々
と
臓
を
変
え
、
生
活
も
ず
さ
ん

で
非
行
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
少
く
あ
り
ま
せ

ん。
こ
う
し
た
非
行
似
を
防
ぐ
に
は
臨
場
の

先
前
や
同
聞
の
人
た
ち
の
陪
か
い
思
い
や

り
と
、
身
近
の
人
た
ち
が
、
つ
と
め
て
少

年
の
以
刊
刊
を
別
限
し
、
仕
事
の
削
だ
け
で

な
く
、
余
附
や
休
け
の
過
ご
し
か
た
に
も

試
を
配
η
、
誕
川
に
話
し
A
什
え
る
よ
う
な

雌
開
会
を
作
っ
て
、
相
談
川
相
手
に
な
っ
て
や

り
家
ほ
に
代
わ
る
い
こ
い
と
心
の
安
ら
ぎ

の
場
を
ツ
え
て
や
る
こ
と
が
必
叫
で
す。

さ
ら
に
、
少
作
の
組
も
と
に
盟
ま
れ
る

ζ

・
と
は
少
年
の
励
向
に
十
分
関
心
ぞ
は
ら

い
、
た
え
ず
少
作
や
胆
主
に
連
給
与
一
と
る

よ
う
心
が
け
る
と
と
で
す
。

削
れ
は
い
閉
会
九
爪
の
中
で
、
峨
場
内

の
不
満
や
、
さ
さ
い
な
で
き
引
に
と
か
く

白
信
を
失
い
、
く
じ
け
そ
う
に
な
り
が
ち

な
と
の
時
期
の
少
作
た
ち
が
〕
刈
つ
け
て
く

れ
る
の
は
、
何
よ
り
も
他
郷
に
い
る
内
別

の
睦
か
い
仙
ま
し
で
す
。
社
会
に
第

一
勝

を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
少
年
た
ち
が

激
動
す
る
社
会
を
冗
し
く
、
健
や
か
に
渉

ん
で
い
げ
る
よ
う
に
、
過
切
な
配
慮
を
し

た
い
も
の
で
す
。

飲
料
水
を
大
切
に

む
だ
な
使
い
方
や
め
ま
し
ょ
う

段
近
、
明
U
町
で
も
地
．
卜
水
の
低
下
が
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三百
r

川U
が
も
た
れ
る
、肢
が
は
る
、

J

J
h
川
が
弔
い
、
食
事
川
に
な
っ

島
民

て
も
食
欲
が
な
い
：・：
も
し
こ

L
甘

ん
な
悩
み
を
お
も
ち
な
ら
、
あ

司
抗

な
た
の
川
は
起
動
や
、
出
艇
が

1一
μ

支
え
て
、
働
き
が
弱
っ
た
ま
ま

f
o
の
状
直
に
な
っ
て
い
る
た
め
で

す。

こ
の
状
態
を
ア

l
ニ
！
と
い
い
、
こ
れ

は
や
せ
引
で
仲
村
何
何
一
な
人
や
、
＼
血
。止
が
低

い
人
に
多
く
、
仰
山
な
人
に
乙
ら
べ
る
と

川
が
さ
が
っ
て
い
た
り
、
円
の
働
ぎ
が
活

れん
で
々
く
、
と
の
よ
う
な
不
快
な
杭
状
が

お
こ
り
や
す
い
の
で
す

ま
た
川
．
卜
吊
．
の
人
も
・
紅
状
に
対
し
て
拙

凶
で
、
そ
れ
に
対
す
る
心
配
や
不
正
が
、

そ
の
杭
状
を
活
必
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

か
え
っ
て
刊
に
必
い
版
仰
を
与
え
る
と
と

に
な
り
、
忠
机
川
牒
を
く
り
返
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
は
、
欣

み
す
ぎ
、
立
べ
す
ぎ
と
い
っ
た
肉
体
的
な

似
凶
ゃ
、
悩
み
、
不
安
、
い
ら
い
ら
と
判

神
的
ス
ト

ν
ス
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。

叫
が
さ
が
っ
て
い
る
た
め
、
同
刊
の
中
に
食

物
が
な
が
く
作
柿
し
て
胃
が
も
た
れ
た
り

食
欲
不
振
、
あ
る
い
は
痛
み
な
ど
訴
え
る

人
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人
は
噂

門
医
の
治
僚
を
受
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
川
川
ト
取
の
症
状
は
人
に
よ
っ

て
千
元
万
別
で
、
症
状
も
な
く
一川
気
に
生

活
し
て
い
る
人
も
あ
り
ま
ず
か
ら
、
円
ド

垂
の
め
る
と
と
を
世
に
す
る
必
波
は
な
い

で
し
ょ
う
。

予
防
と
し
て
は
、
川
下
市
川
ば
か
り
で
な

く
、
円
の
弱
い
人
は
日
品
川
暴
飲
暴
食
を
苫

け
、
し
か
・
も
尚
化
が
よ
く
て
栄
受
酬
の
商

い
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
・
在
感
す
る
と
と

や
、
精
神
、
神
経
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
ま

た
肉
体
的
な
労
働
も
過
労
に
な
ら
な
い
よ

う
に
心
く
ば
り
す
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
の
回
目
は

大
丈
夫
で
す
か

ひ

た
と
え
い
ろ
ん
な
山
覚
症
状
が
な
く
て

も
、
少
な
く
と
も
年
一
回
は
定
期
検
診
を

受
け
ら
れ
る
と
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

便
利
な
振
替
納
税
を

私
た
ち
は
、
つ
い
う
っ
か
り
と
し
て
大

切
な
約
束
や
、
物
事
を
忘
れ
る
乙
と
が
あ

り
ま
す
。
純
金
を
納
め
る
の
に
も
こ
の
よ

う
に
則

U
ま
で
に
ま
に
合
わ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
る
と
出
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
便
利
な
十
刀
法

そ
れ
が
、

一応
M
H
納
税
と
い
う
制
度
で
す
。

こ
れ
は
屯
話
料
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
交

日
料
を
ふ
飢
融
機
山
の
削
A
U
U
附
か
ら
振
刊

で
払
込
で
き
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
組
合

も
仙
川
i
m
で
納
め
る
刈
訟
で
す
。
と
の
桜
川

納
税
を
利
川
し
ま
す
と
、
説
金
を
納
め
る

の
に
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
や
税
務
明
、
役

場
に
出
か
け
て
現
命
を
払
い
込
む
必
叫
が

な
く
、
納
め
る
則
日
が
く
れ
ば
、
什
動
的

に
合
組
機
関
が
間
金
川
伸
一
か
ら
振
門
を
し

て
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
大
へ
ん
便
利
な

も
の
で
す
。

町
税
の

μ山内
保
内
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
役
場
窓
口
ま
た
は
税
務
調
へ
お
た
す
ね

く
だ
さ
い
。

官
…
…
国
民
年
金
を
受
け
て
……

唱
ロ
お
ら
れ
る
か
た
へ

－
－
＝
 

＝一

現
在
、
国
民
年
金
の
障
害
、
母

m
子
、
遺
児
の
各
年
金
を
受
け
て

E
E

お
ら
れ
る
か
た
は
年
に
一
位
、

目
置

現
に
明
日
町
に
居
住
し
て
い
る

と
と
、
子
供
等
と
の
生
計
同
一
で
あ
る
ζ

と
や
そ
の
身
分
関
係
に
つ
い
て
の
町
長
の

一
社
別
を
受
け
た
脅
朔
を
役
場
に
脱
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
の
川
け
は
五
月
則
以
降
の
年
金
の
支

払
い
の
越
闘
に
な
る
大
切
な
も
の
で
す
か

ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
必
ず
脱
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
で

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
役
場
か
ら
案
内

の
あ
る
か
た
は
そ
の
雌
扶
の
現
状
に
閲
す

る
阪
．
仰
の
鯵
断
’
を
岡
山
町
に
山
山
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

老
令
、
通
算
老
令
年
金
を
受
け
て
い
る

か
た
は
、
今
回
か
ら
聞
い
勿
郵
便
同
で
も
支

払
い
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

布
製
の
か
た
は
役
場
年
金
係
で

「
国
民

年
会
払
政
万
法
、
払
技
希
望
機
関
変
民
間

」
を
組
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
障
害
、
母
子
、
遺
児
、
寡
揚
年
金

は
従
米
ど
お
り
で
す
。

三
月
は

一
作
の
年
収
末
の
け
で
す
。
保

険
料
を
か
け
忘
れ
て
お
ら
れ
る
ん
は
三
月

r
Dヲ
t
n
U

中
に
納
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
山
い
、

三
月
十
五
日
か
ら
ダ
イ
ヤ
が
大
巾
に

し
ま
す
。

山
改
正
に
な
り
ま
す
。

1
1
1
11
1
1
1
11

11

1

山

北
陸
繰
も
特
急
、
急
行
が
増
発
さ
れ
ま

軍

人

恩

給

法

の

改

正

…

た

ロ

ー

カ

ル

列

車

も

デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
さ

4
H

－E
二
」
山
れ
、
輸
送
が
次
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
す
o

H
一

時

恩

給

の

支

給

H

…
・
大
阪
行
特
急

「
雷
鳥
」
号
七
往
復
運
転

…
・
名
古
屋
行
特
急
「
し
ら
さ
ぎ
」
号
四
往

軍
人
恩
給
法
の
改
正
に
よ
り
次
の
か
た
…
復
運
転

に
一
時
恩
給
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
一

・
金
沢

t
松
本
間
急
行
「
白
馬
」
号
定
期

ま
し
た
。

…

運
転

［
引
き
続
き
実
在
職
年
三
年
以
上
、
一
・
大
阪
i
大
限
間
循
環
急
行
「
ア
W
ペ
ン

七
年
未
満
の
下
土
官
以
上
で
、
下
土

…

」
号
運
転

官
以
よ
の
任
臓
年
が

一
年
以
上
（
加
…
・
急
行
「
立
山
」
号
糸
魚
川
ま
で
三
往
彼

算
を
含
む
）
の
か
た
。

…

延
長
運
転

2

問
和
阿
十
六
年
十
月
一
日
現
紅
、
…
・
ロ
1
カ
W
列
車
問
往
復
デ
イ
l
ゼ
タ
化

公
務
員
と
し
て
在
職
中
で
旧
叩
人
の
山
と
の
ほ
か
、
多
客
期
に
は
臨
時
列
車
、

作
戦
期
聞
が
現
に
在
職
中
の
公
務
員

山
季
節
列
車
が
大
巾
に
運
転
し
ま
す
。
な
お

の
期
間
に
通
算
さ
れ
る
た
め
時
過
風
…
特
急
「
白
山
」
号
の
接
続
は
次
の
と
お
り

舶
を
放
東
し
、
ま
た
は
内
核
恩
船
杭

…
で
す
。

が
尚
減
し
て
い
る
か
た
。

…
＠

泊

糸

魚

川

上

野

a
地
職
後
間
和
四
十
六
一
九
灯
三
十

…
但
苑

8
着
3
発

円
ま
で
に
死
亡
さ
れ
た
ト
た
で
守
批

…

ιト
普
通
列
車
M

M

怨
罰
p
d
m

な
ど
を
う
け
て
お
ら
れ
な
い
遺
朕
の
…
＠
特
急
券
は
泊
駅
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

か
た
。

…

I
l
l
i－
－

’

1
1
1
1

似
病
年
金
受
給
中
の
か
た
は
資
格
が
あ

…

1
1
1
1
1
1
1
1

り
ま
す
が
、
袋
持
金
、
普
通
思
給
、

公

…

電

話

局

だ

よ

り

務
扶
助
料
の
受
給
者
の
か
た
は
資
格
が
あ

…

t
hト

K
E
I
t－－
l
l

り
ま
せ
ん
。

…

ダ

イ

ヤ

ル

ミ

ス

は

一

日

資
防
相
の
あ
る
か
た
で
手
続
き
の
し
て
お
H

．

ら
れ
な
い
か
た
は
市
鼠
連
聞
の
地
区
位
同

…

一

0
0
0回
も
あ
り
ま
す

の
と
ζ

ろ
で
早
め
に
手
紙
き
し
て
く
だ
さ

…

段
近
の
翻
炎
に
よ
る
と
、
明
日
町

一
日

ぃ。

H

中
の
ダ
イ
ヤ
ル
川
数
は
一
問
、

0
0
0川

…
そ
の
う
ち
、

，タ
イ
ヤ
N
ミ
ス
は
一
、

C
O

…
0
回
も
あ
り
ま
す
。

と
の
内
訳
を
凡
ま
す
と
、
特
に
多
い
の

…は、

「J

ダ
イ
ヤ
ル
を
途
中
で
や
め
る
」
の

”
が

一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
主
必
胤
闘
は
、
地
話
需
守
を

…
「
う
ろ
覚
え
の
ま
ま
，
タ
イ
ヤ
山
げ
す
る
」
か

…ら
で
、
自
重
な
時
間
の
ム
ダ
に
も
な
り
ま

…
す。電

話
帳
や
メ
モ
で
孫
号
を
よ
く
た
し
か

山
め
て
正
し
い
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
宅
し
ょ

．
民
ノ
O

えM也Mロ家
r一手一一之、 ""-

人
す
弄
バ
ー

主
・
ヲ
者
4

ぽ
凶
し
ら

H
t
a
7

長Z
方二 T

1ろ
〉、

"'-
i 
す
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I r朝日町が好き~1J<64% ••• 

ト新成人アンケー

朝
日
町
教
育
搭
仏
会
で
は
、
成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
、
成

人
式
出
府
の
一
助
成
人
を
対
象
に
、
生
活
や
社
会
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

位

回
答

Zた
の
は
、
防
人
式
出
附
者
一
一
O八
名
の
う
ち
、
関

本

五

oun、
友
八
九
名
の
計

二
元
名
（
回
答
不
明
ハ

・
八
%
）

物

で
、
教
宵
委
員
会
で
は
、
こ
こ
か
ら
得
た
結
果
を
ひ
と
つ
の
珍

人

考
と
し
な
が
ら
、
今
後
の
刊
少
年
教
育
を
す
す
め
て
い
く
考
え

り

で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
科
、
結
果
を
と
と
に
紹
介
さ
せ
て

よ

い
た
だ
き
ま
す
。

党

問

「
人
の
く
ら
し
か
た
」
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
ぁ

E
な
た
は
ど
ん
な
く
ら
し
か
た
を
え
ら
び
ま
す
か
。

は

「
自
分
の
創
昧
や
個
性
に
あ
っ
た
く
ら
し
か
た
」
、

「
そ
の

で

日
そ
の
日
を
の
ん
き
に
」
が
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
。

挙

戦
前
は
、
対
照
的
に
、

「清
く
正
し
く
」
、

「
社
会
の
た
め

醤

に
」
が
過
半
数
を
占
め
て
い
た
が
、
戦
後
は
こ
の
よ
う
な
生

、
1

活
エ
ン
ジ
n
イ
型
の
傾
向
が
次
拐
に
強
ま
り
、

い
ま
で
は
定

約
し
た
と
い
え
る
。

た
だ
、
相
同
町
の
「
附
く
正
し
く
」
一一
六

・
六

%
は
、
総

毘
附
の
全
国
調
査
（
昭
和
四
十
・
1

年
実
施
）

一
四
・
三

%
を

は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

問
あ
な
た
は
朝
日
町
が
好
き
で
す
か
。

「好
き
で
あ
る
」
、

「
ま
あ
好

き
で
あ
る
」
が
六
四

・
O

%
と
、

郷
土
に
愛
着
心
を
も
つ
も
の
が
か

な
り
多
い
。
好
き
で
あ
る
毘
由
と

し
て
、
「
空
気
が
よ
い
な
ど
生
活

路
境
が
よ
い
」
が
四
七

・
二
%
と

地
も
多
く
、
次
い
で

「
の
ん
び
り

し
て
い
る
」

二
九

・
二
%、

「
人

の
気
持
が
あ
た
た
か
い
」

一
四

・

六
%
、

「
生
活
が
安
定
し
て
い
る

」
一

0
・
一
%
、

「
自
由
が
あ
る

」
三

・
四
%
の
願
と
な
っ
て
い

る
。き

ら
い
な
理
由
と
し
て
、

「
活

気
が
な
い
」
（
四
七

・
八
%
）
、
「

ま
わ
り
の
人
々
の
口
が
う
る
さ
い

」
（
四
三

・
五
%
）
を
あ
げ
る
も

の
が
般
も
多
く
、

「生
活
が
不
便

I CI> ' o' •I ‘ M 
，・1 I玖

間

あ
な
た
は
ど
ん
な
職
場
で
働
き
た
い

・-・ ,, ' 
' l 。”＇.

・ ．

今＂＂

・・：＝コ 九・ilDZZ;D
• 'II 川、令・包..崎叫

i'I "f l・~ 111!1,"i..'r ・r晶馳J島

l均h・，，，...・’h庁 I 川島J崎

11 ・1、，1・l 二.. ，.品

1111.九J・.., ..・ 二るii町れや

. ' ~睡，s

・.・.！＼ .φ : . ヘti ・岨・巳

..崎·~． 

で
あ
る
」

（
二
六

・
一
%
）、

い
学
校
や
就
職
口
が
な
い
」

・
七

%
）
が
次
ぐ
。

- －「

ーよ

、人．． ・9‘ι ム‘・．一旬 ： '• : 

lnllt'.' I:・:. － ・：＇ヘ

と
恩
い
ま
す
か
。

「
収
入
」
そ
の
も
の
よ
り
も
、

ん
才

能
が
生
か
せ
る
職
場
」
を
求
め
る
も
の

が
目
立
っ
て
多
く
、
ま
た
、
女
子
に

「

保
持
の
よ
い
人
が
多
い
臓
場
」
を
求
め

る
も
の
が
多
い
。
背
少
年
は
、
白
金
や

労
働
時
間
な
と
の
労
働
条
件
よ
り
、
例

性
の
実
現
と
人
間
関
係
の
よ
さ
を
唱
ん

で
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

関
税
金
は
な
ぜ
納
め
る
の
で
し
ょ
う

A
U

。

宅
．．
 

’
 

e

－

－
 
回
、

．
．
 
，
 

d

ザ，

．．
 

削

r
－
－

4

’Ee－
 

－2

・・－叩

k
u

－
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今柄 グ、ζJ田三 岡町民 '.-

ち
な
み
に
、
総
理
府
の
全
国
調
査
に

よ
る
と
、

「
納
め
る
の
は
当
然
」
四
六

・
九
%
、

「
義
務
だ
か
ら
」
三
九

・
三

%
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
町
村
部
、

明
子
に
多
く
、
後
者
は
大
都
市
、
女
子

に
多
い
。

問
あ
な
た
は
国
会
謹
員
や
地
方
髄
員
を

置
場
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
人
を
選

び
ま
す
か
。

r. 

’d ii. . － Ii・ ..」

納町・、． .... . . t 

! • ' 

一－・：a I 

., ··~ 

．・．十

8・・ _, 
・・~ ' 

. .・．”， 
’. . 
’、 ・・

「
政
党
に
よ
っ
て
」
と
い
う
も
の
は

こ
O
人
に

一
人
し
か
い
な
い
。
ほ
と
ん

ど
は
人
物
本
位
を
あ
げ
て
い
る
。
〈
反

面
、
政
党
不
信
と
い
う
こ
と
も
言
え
る

か）

。

問

現

在

、
勲
心
に
参
加
し
て
い
る
地
域

や
職
域

〈職
場
〉
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
が
あ
り
ま
す
か
。

「
あ
る
」
と
答
え
た
の
は
二
五
・
九

%
（
男

一
四
名
、
女
一

一一
一
名
）
で
、
六

九
・
一
名
%
が
な
い
と
答
え
て
い
る。

ζ

れ
は
、
総
理
府
調
査
の
全
国
平
均
よ

り
も
低
い
数
字
で
あ
る
。

「
な
ぜ
加
入
し
な
い
の
か
」
と
い
う

聞
い
に
対
し
て
は
、

「
時
聞
が
な
い
」

が
最
も
多
く
（
三
六

・
五
%
；・男

一
O

名
、
女
二
五
名
〉
、
次
い
で
「
関
心
が

な
い
」
、

「適
当
な
団
体
や
グ
W
l
プ

を
知
ら
な
い
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
（

各
二
四
・
O
%
）
。
「
わ
ず
ら
わ
し
い

’一
と
い
う
も
の
が
男
子
で
二
O
%
い
る

の
も
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
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労
災
、

失
業
両
保
険

H
一
本
化
の
お
知
内
せ

H

ひ

労
災
保
険
も
失
業
保
険
も
、
そ
の
創
設

以
米
二
十
五
年
に
伝
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
労
働
者
．K
人
ぷ
満
の
れ
・
業
な
と
は
、

ま
だ
こ
れ
ら
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

場
合
が
多
く
、
そ
こ
に
働
く
労
働
れ
は
こ

れ
ら
の
保
険
制
限
に
上
る
保
活
を
受
け
て

い
な
い
の
が
淀
川
川
で
す
。

業
務
上
の
災
川
を
こ
う
む
っ
た
と
き
に

必
到
な
補
的
を
交
け
、
失
止
し
た
と
き
に

住
市
の
似
附
を
山川・
り
れ
る
と
い
う
ζ

と
は

な
ん
と
い
っ
て
も
働
く
民
自
の
制
祉
の
川
低

必
叫
条
件
と
し
て
、
す
べ
て
の
労
働
者
に

俄
保
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

こ
の
は
棋
を
災
現
す
る
こ
と
、
つ
ま
り

す
べ
て
の
が
業
に
労
働
保
険
へ
加
入
し
て

い
た
だ
く
た
め
に

‘
労
働
保
険
の
保
険
料

の
徴
収
に
附
す
る
法
印
t

に
よ
り
山
保
険

を
一

一
拓
也
し
て
業
は
仰
を
問
日
系
化
し
、
制
山

を
効
本
的
に
行
な
う
こ
と
と
し
た
わ
け
で

す。
し
た
が
い
ま
し
て
、

労
災
保
険
及
川
υ
失

業
保
険
の
保
険
料
は
以
叫
と
し
て
一
し
ぶ
と

な
り
一
一
川
的
な
手
続
き
で
中
山

・
納
付
し

て
い
た
だ
く
ζ

と
に
な
り
ま
す
。

さあ

⑥
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

｜
｜
お

知

ら

せ

｜
｜

昭
和
四
十
七
年
度
の
労
働
保
険
の
概
算

保
険
料
の
申
竹
・
納
付
と
附
和
四
十
六
作

皮
の
労
災
保
険
料
の
限
定
保
険
料
の
判
刊

の
手
紙
き
を
し
て
い
た
だ
く
附
則
に
な
り

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
主
の
み
な
さ
ま

へ
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す

「
ハ
ン
フ

レ
y

卜
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
ま
た

「
劫
明

会
」
を
催
し
ま
す
か
ら
と
出
町
の
う
え
一
五

川
十
五
日
ま
で
に
山
山
川

（
械
化
じ

し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
の
手
続
ぎ
の
点
制
に
つ
い
て

は
、
も
よ
り
の
労
働
掠
準
局
、
労
働
法
権

民
宮
持
、刷版
失
業
保
険
謀
、
公
共
職
業
安

定
所
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い。

・
納
付

…
心
温
ま
る
寄
贈
の
か
ず
か
ず
一

ソ
川
崎
宮
崎
浦
漁
業
協
同
組
合
長
扇
谷

九
左
衛
門
氏
か
ら
何
時
小
学
校
へ
教
有

教
材
州
日
間
的

（
百
万
円
）

〉
制
の
削
株
式
会
社
小
川
温
泉
代
表
慶

熊
安
正
氏
か
ら
山
附
小
川7
校
ヘ
オ
1
．ハ

へ
ゾ
ド
、
プ
け
．シ

ェ
ク
ク
i

－
以

〉
抑

四
＋
ニ
才
初
老
記
念
代
表
者
水
島

暁
外
二
十
五
名
か・
り
境
小
学
校
ヘ
オ
ー

バ
ヘ
ッ
ド
、
プ
ロ
ジ
ェ
J

ク
タ
l
一
基

マ
境

境

公
民
館
長
水
島
近
太
郎
氏
か
ら

現
小
学
校
へ
市
球
合

一
組
及
び
体
出
間

柄
開
門
一
銭

マ

ι削
泊
椛
内
市

波
間
三
郎
兵
衛
氏
か

ら
V
H
附
小
学
校
へ
凶
H

川
岱
（
一
ニ
万
五
千

マ
宮
崎
扇
谷
九
左
衛
門
氏
か
ら
’
山
崎
小

学
校
へ
教
育
資
料
収
集
貨
〈
常
時
遺
跡

調
夜
間
特
）

（
十
万
円
）

善

意

の

窓

と
の
た
び
、

グ
ア
ム
白
か
ら
生
還
さ
れ

た
筏
井
正

一
さ
ん
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い

と
、
明
日
町
苔
意
銀
行
へ
次
の
よ
う
に
白

重
な
普
績
を
頭
託
さ
れ
ま
し
た
。

一
万
円
也

高
島
勉
氏

日玄
1J I ¥ 

11.'J'政 l相 i
市本目 ¥ ~火 l

〔出I f IJ:_ l火＼鼠／
p午月 以 （ご〉
~Ti 型免 （と〉
又時 J-J （ご）
会 t雌／窓 ＼

fu1 ~ f:I l丙l

~J 

！況

マ
人
権
法
律
相
談

日

時

仰

川

抗

三

川
附
け
〈
今
川
は

三
十

一
日
で
す
。
）

午
後
一
時
l
午
後
三
時

場

所

朝

日

町
商
工
会
館

マ
心
配
ご
と
相
談
所

円

時

制
週
月
脳
リ

（
今
月
は
十
四

目
、
二
十
一

H
、
二
十
八
日

で
す
。
）

午
前
十
時
l
午
後
三
時

制
日
町
婦
人
会
館

場

所

ー
町
内
小
中
学
校
」

「
l
入
学
式
の
お
知
ら
せ

l
L

ソ

入

学

式

四
月
五
日
（
町
内
全
小
学
校
）

四
月
六
日
（
泊
中

・
小
川
中
）

⑥

⑧

 

。
生
ま
れ
い
ず
る
人

⑥
結
ぼ
れ
る
人

A
逝
く
人

（
昭
和
問
十
七
年

一
刀
ト
バ
川
現
住
）

④

結

婚

（お
し
あ
わ
せ
に
）

O
境

点

目

仁

青
海
町

建

部

員

知

子

つ
境

水

町

稔

八

出

町

尚

松

紀
代
子

O
一一
弔
県

山
本

正

法

境

問

附
－

m，ナ

O
民
耐
川
町
・
阿
木
附
火

仙

川

阿

川

千

円

机

向

。
此

川

米

川
昭
市
町

訂
以
山
小
野
米
国
あ
っ
子

O
桜

町

火

山
ー
明
日

別

保

楠

鈴

夫

子

つ
f

小
動
堂

・
水
井
勝
山
川

⑨ 

ト
’

X
Nヨ
1
γ
J

’

＼，
F
F
J山
刊

山
本

！日高

。

出

生

（お
す
こ
や
か
に
）

。
境

O
境

O
泊。伯

O
間
保

O
出
保

O
沼山山

O
東
草
野

O
点
滋
野

O
栄
町
野

O
必
ド

O
泊
卜

O
荒
川

O
荒
川

C
西
町

O
W
T椀

O
赤
川

O
殿
町

。
脱
作

。
二
一
枚
姉

O
舟
川
新

O
舟
川
新

O
不
動
立

の
下
山
新

O
山
崎

O
山
崎

O
山
崎

C
横
道

水
島
利
保
三
郎
山

水
島
英
明
長
男

古
市
勝
利
長
女

上
原
治
久
二
女

的
地
谷
政
秋

二
女

夫
柄
拘
明

二
関

舵
川
光

一

一一切

犬
同
辰
昭
長
男

寺
田
市
総

長

羽

山
本
附
脱
長
川
河

米

任

問

民

切

花
川
山
紀
行
長
引

九
野
本
新
鋭
長
女

守
山
利
夫
二
女

工
藤
正
光
長
町

砂
出
刺
明
．
長
男

浜
川
久
好
長
女

山
手
前
夫

二
タ

北
山
山
雄

υ
K
U

上
野
誠
術

長

女

由
井
光
美
長
女

山
附
久
夫

三

友

川
上

折

長

田

中
島
国
夫

二
目

七
沢
義
附
長
引

安
述
忠
附

二
明
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